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酬でh 目明脚叫惜前向〈軸町

西三了目〉で刷さ htLI:. 

紡w棚禍防肘ク，プ叩I陪sζ刊E‘b'同=巧争肌に 攻_*.oに叩つ引‘い、叩て刊の亙乱L 

い哨匁抽.酎を叫身俳につけ円で4もb.旬“，討‘、、 火畑遭σ山に叫dよ"‘島姐4醐量帥B紛冷ご白-令うとι、
目叩P酎柵刊糊嗣2附糊防山本岨‘酢吋に晴叫完叫足L川掌札"ヒ.凪肌a
タ，プ'節府1号と Lで、防火.・に係楓，てもます.

e刈"目、州防ふ障で行ぬれた納成式応" 術ι〈タ，

プ院と信る保膏園児 (5.)z6人が'民10e:Ml湿削防長

か切 ‘火の周む・と倹偉かれた".ピがプν・{".され

ると、さ.<<身に，とい『ぽ《た，..たしたちIt.'If.， 

たいにひあそび釜し'Ilt"-Jと..よ'"いの宮・.怠ぺ

さ-:0;.'リ 7、.:...-.'l-?:J..?，，-....;;(州から徹

底，1;企IDJ(tf・"のか.，・と Lτ・られて.I:Jーたちの敏

速"".、 7JIL旧目玉刊の野島崎で榊."
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" .柵机吋たのU""""イ0'月 、，.......'1""....，

;.， "T JI :J.げ ý ~ ..，，， 引の 3・"払印刷"判

1: 1Iとん，比られはも鯵し弘治ばかりです.

aえ肉"附帽した >t-"f"Jγ大使のフレヂリ，タ 0_  

" ダルリー，プル""'1:r鳥たt.H目。bo:dこ叫..

叩い 酬 帽 じで極ιぃH 臥酬岨とか1:¥，鍵

T>+o.t> 1， . 1.，た.市長も rB'長友鮮のlo-"，.c"，とLて"
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人帽を瞳かめ晶う司入植劇などで差別解消HIiえま した

人権を確かめあう市民集会

1!lltr酬 +'l(坤剛臥川岡村 '一川r・
&して、 「人・4量‘かめあう市民.. 食J.dI1JI9U.ll!.
文化."，-(三袋入寄丁目〉で聞かれ、約康問人のi/i

蜘帥はは

軍ず.・.帽敏司.・.支.樋A"による人臨創 ro
.いUひとヲヨ 『蘭".て生金るJJ>上8・，.重 LI:.• 
.酬で酬個師町刊M 叫た人同時

金・a・".先制ζ標也、..寄金与えてい.l 1:. 
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いていよU 岨した日脚附M 恵比.

重た、川問中ぷ1:".，レ展示や町B梨県会、.剥.鬼伝ど

で削酬桐.訴え，した.



" 制 酬出国際文仕観光町にふ

さわしい室関口に盤・しようと 市で1;1，GI 

7官拠点飴措働時「シ，けロ一円ウン""

ιよ，て新しい‘殺や繍績づ〈めを趨めて
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H てこの低ど "家M駅西側の市有地

内唱しでLた時ゆ「ョー

住宅」が完成しました.

こo住宅" 同事鳴を円滑に温めるために

喫箪する区直径理.. 市街姐再開発事震に

品立退き"どで目4日い闘に凶る人

の備しL住宅としで 閣のコミ 4・ーテ ィ(主規
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Lかし、市民生活に関連揮い揖簡や櫨r.W4t

でどおり体重ずに揖曹を行います.

院停 ず • • 門本斤の寄聾 {樟宵署員合豊宮C)
く本庁以外町圃門〉

開埴輪壷"""，--連絡肩 '哲雄荷 ・保健"""，-・λ橿

曹売を νターー地区.a事割所・住瑚埴聾情事曹所・剛院姐 ー

企画世軒課 ・ 補生浄化.~ター ・ 恒輔対盟国 ， 酒場靖質事

二事膏所 .J本音型"""'-.JI1事良町民間克司，.所 ー出

彊所 ・哩昌文化財調査""" ， 

車道局白書聾 (西部宮婁所、水質.... 商.含む〉

清防車葡 (輯肩書 ・曹町田 ・予防毘)

揮の土岨日豊岡~す畠陣門(師 1 ・ 餌 3土曜日)

児童箇 ・南軍体育姐 ・集合所
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d回回高田司習

し一一 自国日事国語邑.I:rOIB

事輩初の施設

コミュニティ住宅

ガ完成

植岬業の糊4監受けて酎Lたものでれ

鐙物の鍛権面積'"“記"事方{;，鉄骨鉄
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〈滑掴間違箪睡〉

理壇槽聾第 事膏所ー環境清英エ端 ・土地盈』是清軍事輔所・

奈良軍捕境事帯肩

く社会桓青蝿連櫨瞳〉

中央公民館 ，地区公民館 ，中央図曹回 '西部園帯四 '青少
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館

〈犠育関連車置〉

小牢位 ・中学位 ・ 条高帯学位 ・幼稚圃(以上回教育植民

は軍 2土曜日岳町ぞ<) " ''''ピーホーム

〈体育同連施量〉

陸上薗陸場 ・体育館 ・野球場 ・プール '値球場 ，式道場 ・

弓遭場 ..，車場 ."慣場 ，コ .ιチ 4 ヌ ポ ツ施世

〈文化 ・祖先陣連直.>

史陣文化セ Y ター .jTi民文化ホール ，ケルクロー ド博配ま

岨 ・平植草左京三揖二助宮跡直圃 ・回先センタ ・拍子自

ま ・耳島英樹館

〈庫軍・骨量同連寛瞳〉
勤労青少年ホ . .高且? 乎 p トシ ドセンタ ・動

骨事組合福祉"""7-
〈衛生関連薗置〉

伝民病樟 ・火尊場

〈璃院 ，本道同連車置〉

栴防本部 (特別桐肪量助隊‘遍信指令軍1 ・桐防署 ・揖ケ

丘浄水場 ・木樟浄水場 ・調'"ヂム曹理事暗所
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